
 

第１３回群馬県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 次第 
 

日時：令和２年６月１１日（木）    
                        １１：００～   

場所：県庁７階 審議会室   

 

１ 開 会  

 

２ あいさつ 

 

３ 議 事 

（１）「社会経済活動再開に向けたガイドライン」に基づく警戒度の 

移行について 

（２）ガイドラインに基づく６月１３日（土）以降の要請（案）について 

（３）各部局からの報告事項について 

（４）その他 

 

４ 閉 会 

 

 



＜警戒度移行の判断基準 ①客観的な数値＞

項目 内容 現在値
（6/10）

過去最高値

１

感
染
状
況

(1)新規感染者数 平均５人/日 以下 かつ 減少傾向 0.1人 7.5人

(2)経路不明の感染者数
経路不明が１/３以下 または１人未満/

日
0.1人 40.0%

(3)ＰＣＲ検査の陽性率 平均５％以下 0.3% 13.4%

２

医
療
提
供
体
制

(1)重症・重篤例への診療体制
①ＥＣＭＯ使用（超重症者） ４台以下 7台中０台 2

②人工呼吸器使用（重症者） １０台以下 23台中0台 －

(2)病床の稼働率 感染者用病床の稼働率 ５０％以下 4.1% 74.8%

※各判断基準は、現状の医療提供体制を逼迫させないことを基にしているため、今後の体制整備の進展に合わせ、基準も変動します。



R2.6.10　健康福祉部

内容 評価 状況

介護施設等の状況
介護施設等の発熱状況がモニターされ
ていること。

◎
【介護施設等の発熱モニターの状況（6/10時点）】

　・対象　県内全1528施設の入居者・職員（県及び市町村所管）

近隣都県の感染状況
東京都との往来が再開しても感染拡大
の恐れがないこと。（東京都の実効再
生産数が１未満程度であること）

群馬県の感染状況
群馬県の実効再生産数が１未満程度で
あること

入院状況
５月９日現在の平均入院期間
２１．７日に比べて著しく長くなって
いないこと。

○
【平均入院期間（6/9現在）】

　２６．３日

ＰＣＲ検査件数
１日１００件以上の検査が、常時可能
となる体制が整備されている、もしく
は見込みがあること。

◎
【１週間を平均とする１日当たりの検体採取能力（6/10現在）】

　１21件

院内感染制御
病院が、相当数のＰＰＥの備蓄がある
こと（６０日分程度）

○

【ＰＰＥの備蓄日数（6/9現在）】

・2病院でガウン等の一部の備蓄が６０日未満だが、今週中に確保見込。

　（感染症指定病院及び協力病院等に対するアンケート調査結果）

一般医療への影響
治療の先伸ばしによる悪影響をモニ
ターし、問題がないこと。

◎

【一般医療への影響（6/9現在）】

・治療上の大きな影響は出ていない

　（感染症指定病院及び協力病院等に対するアンケート調査結果）

疑似症患者への医療等 疑似症患者の入院状況 ◎
【疑似症患者の入院者数（6/10現在）】

　０人

軽症者等の宿泊療養施
設の確保等

感染者数に対して、十分な室数が確保
できていること。

◎
【宿泊療養者数／運用室数（6/10現在）】

　０人／１５０室

２
　
医
療
提
供
体
制

【実効再生産数】

　・群馬大学大学院  内田准教授による推計値(6/7時点）

　　　東京都 ５月後半から１をやや上回る。　群馬県　０

　・参考：東洋経済による推計値（6/7時点）

　　　東京都１．４３　群馬県０

　・参考：東京工業大学ボランティアによる推計値（6/8時点）

　　　東京都０．９　群馬県０．４6

△

項目

警戒度移行の判断基準（②総合的な状況）について

１
　
感
染
状
況



警戒度の移行見込み

警戒度４ 警戒度３ 警戒度２ 警戒度１

大幅な制限 一定の緩和 大幅な緩和 限定的な制限

６/13(土)から警戒度１へ

県民の皆様への要請

警戒度２ 警戒度１

外出 ○ ○

他の都道府県との
往来

△
5都道県への不要不急
の往来を除く

△
5都道県への不要不急の往来を除く

（～６／１８）

高齢者や基礎疾患の
ある方の外出 × ○

※外出時は、新しい生活様式を実践



イベントの開催制限

警戒度２ 警戒度１

上限人数 50人 1,000人

※屋内イベント：収容人数の５０％以下
※屋外イベント：人と人との十分な間隔

高齢者施設や病院での面会

警戒度１

高齢者施設・
病院での面会 ○

オンライン面会 時間・人数の限定 消毒

感染防止策例

※施設等の判断による
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群馬県「社会経済活動再開に向けたガイドライン」に基づく 

要請について（６月１３日（土）以降） 

 

１ 要請を開始する日 

  令和２年６月１３日（土） 
 

２ 要請する区域 

群馬県内全域 
 

３ ガイドライン警戒度 

  ６月１３日（土）から警戒度「１」に移行 
 

４ ガイドライン警戒度「１」における要請の概要 

【社会経済活動再開のガイドライン「4 段階の警戒度と行動基準」より】 
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５ 県民の皆様への要請 

 以下の事項について、ご協力をお願いします。 
 
（１）外出について 

 ・すべての人が、混雑した場所にはできるだけ行かないようご協力をお願

いします。 
 ・高齢者や基礎疾患のある方については、外出の際は人との身体的距離を

確保し、距離の確保が難しい機会は極力減らしてください。 
・外出の際は「（４）新しい生活様式の実践について」に掲げる事項を厳

守してください。 
 
（２）県外への移動について 

・５月２５日まで緊急事態宣言の対象区域となっていた５都道県（北海道、

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）への不要不急の往来は、６月１８

日までは控えてください。 
 

（３）イベント等の開催、参加について 

・イベントの開催にあたっては、開催の時期にあわせて、以下表に掲げる

参加人数、収容率の範囲内としてください。いずれの段階においても、

別表に掲げる適切な感染防止対策を徹底いただくようお願いします。 
 
【イベントの開催制限】 

屋内 屋外
1,000人 1,000人
50%以内 十分な間隔
5,000人 5,000人 5,000人
50%以内 十分な間隔 50%以内
上限なし 上限なし 上限なし
50%以内 十分な間隔 50%以内

※１ 上段は「人数上限」、下段は「収容率」を示す。
※２ 「人数上限」と「収容率」はどちらか小さい方を限度とする。
※３ 「十分な間隔」はできれば２ｍを確保する。
※４ 全国的・広域的なお祭り・野外フェス等は延期または中止とするなど、慎重な対応を求める。

期間
地域の行事
（お祭り等）

8/1～

6/13～

7/10～ 特定の地域からの来

場を見込み、人数を
管理できるものは可

プロスポーツ等

無観客
コンサート、展示会等
の屋内、屋外と
同様の基準

コンサート、展示会等
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（４）「新しい生活様式」等の実践について 

・「人と人との距離の確保」「マスクの着用」「手洗いによる手指衛生」

をはじめとした基本的な感染対策については、引き続き継続した取り組

みをお願いします。 
・政府専門家会議で示された「人との接触を８割減らす、１０のポイント」

「新しい生活様式の実践例」を参考に、３つの「密」状態を回避すると

ともに、日々の生活を見直し、新たな感染防止策を実践してください。 
 
 

６ 事業者の皆様への要請 

 以下の事項について、ご協力をお願いします。 
 
（１） 感染防止対策の徹底について 

・すべての事業者において、別表で掲げる感染防止対策例や、業界団体等

で作成した感染拡大予防ガイドライン等を踏まえながら、適切な感染防

止対策の徹底をお願いします。 

・ガイドライン未作成の業界団体等においては、業種や施設の種別ごとの

ガイドラインを作成し、所属事業者や関係事業者へガイドラインに沿っ

た感染防止対策の徹底を促すようお願いします。 

※１政府が公表している「業種別ガイドライン」や、本県が示す「各業

界・施設毎の感染症対策ガイドライン作成例」を参考としてください。 

※２業界団体からガイドラインが示されていない業種の事業者や、業界

団体等が存在しない業種の事業者についても、上記のガイドライン等

を参考として、適切な感染防止対策を講じてください。 

 

（２）勤務形態等について 

 ・「新しい生活様式の実践例」を参考に、テレワークやローテーション勤

務、時差通勤、オンライン会議の開催など、人との接触を減らすための

取組を実践してください。 
 ・高齢者施設や病院等については、面会の再開にあたって、適切な感染防

止対策の徹底をお願いします。 

 
 
 
 
 



 
 

【別表：適切な感染防止対策例】 

※以下に掲げる対策例以外にも、それぞれの施設の状況や営業の形態等に応じ、 

適切な感染防止のための対策を実践してください。 
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（別添） 

 

 













地域創生部所管施設の再開等の状況について

R2.6.11 地域創生部

地域創生部の主な所管施設の再開等の状況については、以下のとおりです。

なお、いずれも現時点で、各施設とも混乱等はありません。

○美術館・博物館等
１日あたりの

施設名 再開日等 入館管理方法等
最大入館者数

近代美術館 ６月２日 ９６人 予約制・入替制（各回100人・150分）

再開 ①9:30～ ②12:00～ ③14:30～

館林美術館 ５月２６日 ８１人 予約制・入替制（各回70人・90分）

再開 ①10:00～ ②11:30～ ③13:30～ ④15:00～

歴史博物館 ６月２日 １０３人 予約制・入替制（各回60人・60分）

再開 ①10:00～ ②11:00～ ③12:00～ ④13:00～

⑤14:00～ ⑥15:00～ ⑦16：00～

自然史博物館 ６月２日 ３０３人 予約制・入替制（各回100人・90分）

再開 ①10:00～ ②12:30～ ③15:00～

土屋文明記念文学館 ５月２７日 １６人 予約制・入替制（各回30人・60分）

再開 ①9:30～ ②10:30～ ③11:30～ ④13:30～

⑤14:30～⑥15:30～

世界遺産センター ６月１日 ３８人 予約制・入替制（各回40人・120分）

オープン ①10:00～ ②13:00～ ③15:00～

群馬県埋蔵文化財調査 ５月２９日 １９人 整理券（上限人数10人・30分）

センター発掘情報館 再開 上限人数を超えた場合に、番号を印字した

整理券を交付

○総合スポーツセンター
１日あたりの

施設名 再開日等 入場管理方法等
最大利用者数

弓道場 ５月２８日 ６７人 ○弓道場（近的射場：最大12人・120分）

屋 アーチェリー場 再開 ○アーチェリー場（最大16人・120分）

テニスコート 券売機により利用者数を確認

外 ○テニスコート

予約制（1面最大4人・120分）

トレーニングルーム ６月４日 ２７人 ○トレーニングルーム（最大20人・120分）

アーチェリー場 再開 ○アーチェリー場（最大4人・120分）

券売機により利用者数を確認

屋 サブアリーナ ７月上旬 － 換気設備点検及び検証チームによる検証後に

再開予定 再開

内

アリーナ ８月１日 － 空調設備工事及び検証チームによる検証後に

武道館 以降再開 再開

予定



令和２年６月１１日

産 業 経 済 部

事業者支援の状況について

１ 県内企業からの相談状況（6/9現在）

相談窓口 ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｾﾝﾀｰ 融 資 経 営 労 働 計

件 数 7,593 793 257 306 8,949

【参考】ワンストップセンターでの相談対応状況（4/24～6/8の2ヶ月半分 6,904件）

○業種別件数

①飲食業1,963 ②小売業347 ③宿泊業278 ④その他（サービス業等）1,951等

○相談内容別件数

①休業要請・支援金6,312 ②（国）持続化給付金226 ③金融・資金繰り126

④労働相談79 ⑤その他（苦情等）395等

２ 感染症対策事業継続支援金の申請・支給状況（支給6/10、その他6/9現在）

相談窓口 申請受付 支給 問合せ
オンライン 郵 送

件 数 9,428 （4,815） （4,613） 2,065 5,548

※（ ）は内数

○申 請 期 間：５月１３日～６月１５日

○次期支給日：６月１２日

３ 業界ごとの感染症対策ガイドラインの策定（6/9現在）

○県内１０１団体でガイドライン策定、「覚書」締結済


